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■目的（何のための事業） ■活動の様子

■活動内容

■事業の成果 ■活動中に工夫した点

■今後の展望 ■活動中に苦労した点

世代を問わず区民同士の交流が生まれ、助け合いの雰囲気が醸成され
た。区内諸団体（シニアクラブ・一和会など）の参加も得られるなど、
食を通じた区民同士の関係の広がりと深化が見られた。

今後も月に一度のコミュニティキッチンを継続して開催し、区民同士の
関係性を絶え間なく作っていきたい。また、周年記念行事なども企画
し、新たな参加者も得たい。
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・集会所内の机やイスの準備にあたり、力仕事を担
える会員が少ないこと

地域の活性化

コミュニティキッチンの開催

区民同士の顔の見える関係性を作ることで、暮らしの諸課題に協力して
対応できる地域を作る。

月に一度、和市区集会所で、地場産や旬の食材を用い、区民有志の給仕
による食事会を開催した。

・会員一人ひとりの個性を活かして、出番を作った
・食器をプレートにし、食器洗いの負担を軽減した
・地域の協力を得て花器や花を飾り、雰囲気づくり
をした

団体名

裾野市深良2322-6

写真1の説明

写真2の説明

令和5年度

コミュニティキッチンわいち 目的

活動内容に関する会員の話し合い

配膳の準備をする厨房内


